
難防除害虫である
ホウレンソウケナガコナダニに卓効
害虫を誘引し食毒により防除
混和する必要なく、処理が簡便
優れた残効性
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特 長

圃場に撒くだけで害虫を誘引

ベイト粒

コナダニ防除の常識は
ベイトで変える。

ホウレンソウ
ケナガコナダニ
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難防除害虫ホウレンソウケナガコナダニに効く



■ 防除効果 （日植防委託試験成績書）

■ 使い方

 ※この資料は2022 年 1 月現在の知見に基づき作成したものです。

★ 使用前にはラベルをよく読んでください。★ ラベルの記載以外には使用しないでください。
★ 小児の手の届くところには置かないでください。
★ 使用後の空容器等は圃場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。
★ 防除日誌を記帳しましょう。

BASF-0191  3
202201

農薬登録番号：第２４４３９号
有効成分：クロルフェナピル・・・0.5%
人畜毒性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう総称）
包装：2kg×8袋

いままで難しかったケナガコナダニ防除は、
コテツベイトが解決します。

■ 適用病害虫名と使用方法
使用時期 使用方法 クロルフェナピルを含む

農薬の総使用回数適用病害虫名作物名 使用量

は種時～2葉期まで
但し、収穫14日前まで

本剤の使用回数

１回 １回ホウレンソウ
ケナガコナダニ

ほうれんそう 3～6kg /10a 全面土壌散布

使用量に合わせ秤量し、使いきってください。
所定量の薬剤を圃場全体に均一に散布してください。
全面土壌散布の場合は施設内の使用に限ります。
施設外に飛散させないでください。（2021年12月に追加）
ミツバチに対して影響があるので、ミツバチの巣箱及び
その周辺にかからないようにしてください。
本剤の使用に当たっては、使用量、使用時期、使用方法を誤
らないように注意し、特に初めて使用する場合は、病害虫
防除所等関係機関の指導を受けることをおすすめします。

直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管
してください。

使用上の注意事項 貯蔵上の注意事項

コテツベイトは優れた残効性が確認されています

全面散布処理なので、土壌混和する必要はありません。

ホウレンソウケナガコナダニに対する効果

供試作物：ほうれんそう（品種：ドンキー）
      　　　  8㎡/1区　3反復
は　　  種：2019年８月23日
対象害虫発生状況：少発生（放虫）
処 理 日：コテツベイト（8月23日：は種時1回全面土壌散布）
　　　　　  A剤（8月23日：は種前1回全面土壌混和）
調   査   日：散布前（8月23日）、散布7日後（8月30日）、
　　　　　 散布16日後（9月8日）、散布23日後（9月15日）、
　　　　　  散布33日後（9月25日：収穫期）
土壌中密度：酵母トラップ（春日方式） 4地点／1区
　　　　 　 各区表層（5㎝深）の土壌各100mℓ中のコナダニ
　　　　　  数合計／3反復の平均値

 秋田県農業試験場
（2019年：秋田県秋田市  農試圃場内ハウス ）は種時に全面土壌散布土壌中密度

ベイト剤の作用性
ケナガコナダニがほうれんそう株へ移動する際に
ベイト剤へ誘引します。

ベイト剤に誘引されたケナガコナダニが薬剤を
摂食することによる食毒作用により効果を発揮
します。

コテツベイトはケナガコナダニに対する
クロルフェナピルの活性を

最大化できるよう工夫された製剤です。

（は種時 ～ 2葉期）

■
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は種

子葉期 2葉期 4葉期

使用時期

コテツベイト（3kg /10a）
コテツベイト（4.5kg /10a）
コテツベイト（6kg/10a）
A剤（9kg /10a）
無処理
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殺虫剤分類 13

殺虫剤
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詳細はWEBでも
ご覧いただけます


